
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること

① 勤労者福祉推進 1,750　千円
《事業概要》

花巻共同福祉施設管理運営補助金  1,300　千円（事業費1,700千円）
花巻市勤労者福祉協議会事業補助金 　 150　千円（事業費1,500千円）
勤労青少年交流事業補助金 　 300　千円（事業費  640千円）

② 勤労者資金貸付 110,000　千円
○ 勤労者貸付制度預託金（2倍協調）

■貸付条件等（Ｈ24.4.1現在）

限度額 貸付利率 貸付期間
生活安定資金 100万円 5年以内
教育資金 300万円 10年以内

《事業展開の留意事項》

③ 勤労青少年ホームにおける各種教養講座の開設等 1,838　千円
○教養講座、スポーツ講座等（28講座）の開催

講師経費 967　千円 報償費（個人）
《成果指標》 691　千円 委託料（会社等）

24 25 26 需用費   158　千円
役務費 　 22　千円

勤労者福祉充実事業

121
③ 融資を受けている勤労者数 人

目標 83 83 　
実績 114

25,000 　
実績 22,290 15,522

　
実績 564 556
目標 25,000

項 目 単位 区分 年度(実績) 年度(見込) 年度(計画)

対象外 〕

勤労者の福祉及び福利厚生の増進、社会的・経済的な向上を図る必要性があるため

○勤労者福祉推進
　花巻共同福祉施設管理運営補助金
　花巻市勤労者福祉協議会事業補助金
　勤労青少年交流事業補助金
○勤労者資金貸付
　生活安定資金預託金
　住宅資金預託金
　教育資金預託金
○各種講座の実施（勤労青少年ホーム）

市民参画の有無 〔

59,320

一般財源 113,588
勤労者の福祉向上

地方債

その他

財
源
内
訳

国県支出金

年度 26 年度

事 業 費
113,588

25 年度 当初(現計) 補　正 25
年度 ～ 平成 年度〕

商工観光部 商工労政課 久保田謙一 388

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成

担当部(機関) 担当課(機関) （内線）

一般 05 01 02 0404 勤労者福祉充実事業 しごと

〕

担当係長会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名 分 野

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

（総括表）

①
花巻市勤労者福祉協議会実施事業
参加者数

人
目標 580 580

② 勤労青少年ホーム延利用者数 人

4,000
24,000
82,000

8,000
48,000

164,000 158,463

2,047
45,015

132,413

0
0

融資枠 残高 新規貸付 残高
1,175

35,997

Ｈ25末

2.50%
1.71%

生活安定資金
住宅資金
教育資金

区分
Ｈ25 Ｈ24末

預託額



《環境変化、意見・要望》…環境変化はないか？　意見や要望が寄せられていないか？

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》…上記目的を実現するための事業手法を記載すること  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》…上記評価結果の総括

24 25 26

24 25 26

勤労者福祉充実事業

特になし

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

勤労者福祉充実事業

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

〕

有
効
性

目的

一般 05 01 02 0404

地域資源の連携強化で産業振興の
まちづくり

雇用サポート体制の拡充による雇
用促進1-5

勤労者のニーズに合わせて、福祉向上に繋がるイベントや講座等
の充実を図ることで成果が向上することになる。

対象 勤労者

意図 福祉や経済的な増進を図ることができる。

目
的
妥
当
性

勤労者を対象とした福祉向上に資する事業は他にないため、市が
関与して取り組む必要がある。総合

計画 1

施　策

①

効
率
性

補助金の交付が主であり、必要最小限で行っているため、削減の
余地はない。預託金については、年度末に返還されることから、
実質的な事業負担はない。

○勤労者福祉推進
　花巻共同福祉施設管理運営補助金
　花巻市勤労者福祉協議会事業補助金
　勤労青少年交流事業補助金
○勤労者資金貸付
　生活安定資金預託金
　住宅資金預託金
　教育資金預託金
○各種講座の実施（勤労青少年ホーム）

公
平
性

全ての勤労者を対象としているため、受益機会は均等である。

市民参画の有無 対象外

花巻市勤労者福祉協議会実施事業
数

事業

政　策

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 年度(実績)

勤労者の福祉向上

年度(実績) 年度(計画)

計画 15 15 　
実績 15 15

② 勤労青少年ホーム実施事業数 事業
計画 52 52 　
実績 43 39

　
③ 預託額 千円

計画 95,000 95,000
実績 112,000 110,000

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

①
花巻市勤労者福祉協議会実施事業
参加者数

人
目標 580 580

　
実績 22,290

　
実績 564 556

② 勤労青少年ホーム延利用者数 人
目標 25,000 25,000

③ 融資を受けている勤労者数 人
目標 83 83

達成度 目標値より高い 概ね目標値どおり 目標値より低い

15,522
　

勤労者を支援するため、事業補助金の交付や資金の貸付を行うことによって、勤労者の福祉及び
福利厚生の増進が図られた。

（附表）

要因分析

勤労青少年ホームの事業が減少したことから利用者は減少した。また、経済状況の低迷が要因と
なって、融資を受ける勤労者数も増加傾向である。

実績 114 121


